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In this study， the factors that may bring about e百'ectsand influence by what is known as 
“collabor叫ive1earning" have been considered based on previous studies， class1'oom practices and 
questionnaires. Some e庄'ectsof “collaborative 1e訂 illng円 町 ethought to be improvement of 1earning 
motivation， acquisition of know1edge， deepening of thought and the deve10pment of communication 
skils. When a fundamental base fo1' active listening， exammmg 1earning tasks， and need for 
discussion is prepa1'ed， motivation fo1' 1earning inc1'eases. In addition， visualization of th立並ung但ld
its revoicing have been found to be effective components fo1' the deepening of thought. 
















































































佐藤 (2012)は i協力的学び (cooperative




























































































































































































































1. ~ l 単元の学習内容を知り，学習の見通しをもq
(J) Jつのテーマで，全員でイメージ7 ツプを作る。
(2) r雪Jをテー"71こイメージマップをつくる。

















『見学』とし、う題で詩を書いている C~I己 A 児














































































































































































った。 アンケー卜は表 10 の 4手車~である。
表10.実施したアンケートの種類
アンケー ト名 発行者 ・発行所 刻印{明
1 QU !日沖til並1同士号文化H 6， 12月
2 |守分チェツクシ」 卜 名古泊晴汗ビン々ー 6， 10， 12月
3 社会出向応用問主 凶¥i:f'_ij政策引制f 6， 10， 12月







表 1.ω 「学級満足度尺度」結果のまとめ (%)
6月 12月 全国
学級生活満足群 30 85 38 
侵害行為承認群 18 8 18 
非承認群 18 4 18 
学級生活不満足群 41 4 26 
表12.QU r学校生活意欲」結果のまとめ (点)
6月 12月 全国 五ir~，1弘!~X
友達関係 10 11.2 9，4 12 
字…笛恵…献 9. 9 11. 3 9. 1 12 
学級の雰囲気 8.8 1.5 9. 2 12 
小正公心、i口b、 28. 7 34.1 27. 7 36 
次に 『自分チェツクシート~ (表 13)と「社会性








質問項目 6月 12月 差
クラス』丈仲良く協力し合っているか 2.6 3.6 1.0 
7ラスI主止到なたを「ナコ、jと認めてくれるか 2. 7 3.6 O. 9 
友達に自慢できることはあるか 2.9 3. 7 0.8 
友達の知怯許してし、るか 3.2 3.8 0.6 
表14.~社会tì3則定用尺度~ (5段階評価)
質問項目 6月 12月 差
秘主クラスの人としりも仲良くしてb、る 3. 1 4. 7 1.6 
;flJ本クラスの人の役に立っていると感じる 2.6 3. 9 1.3 
1ヨJ立，大人の人の役に立ってしもと感じる 3.1 4. 3 1.2 
私には，いろいろなょいところがある 3.2 4. 2 1.0 











質問I頁目 9月 12 差
月
制醐4此学習出楽ししL 3. 7 3.9 0.2 
2 制覇肋な学習尚子き1二 3.5 3.9 0.4 
3 協f聯句な学習は.やる気がでる。 3.6 3.8 0.2 
4 協働i句な学習は，内容を理解しそ寸九も 3. 7 3. 7 。
5 I甜雌そ配管習志峰u慨重でもと:ιんと泊僻きた〈なる 3.5 3.8 0.3 
6 協倒的な学宵は， 新しし、発見や詳しし、考 3.6 3. 7 0.1 
えにたどり清きやすしも
7 百割削杓な学習は友達と話しゃtくなる。 3.7 3.9 0.2 
8 「私{鋭Vよ学習は友適期利tよくなる。 3.5 3.8 O. 3 
9 協働的な学習は，友達の学ひ方のよさに 3. 7 3. 7 。
気付くことができる。








































































































































































































































J ohnson， D.W. ， et.a1. ， : Circles of learning: 
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